
放射線健康影響のリスク認知に係るWEBアンケート調査結果
ー 経年変化について ー

東京電力福島第一原発事故の被災地における、次世代以降の人（将来生まれてくる

子や孫など）への放射線による健康影響について、あなたはどのように思いますか。

出典:環境省令和２年度放射線の健康影響に関する情報発信実施業務 アンケート調査（2021年3月）
令和３年度放射線の健康影響に関する情報発信実施業務 アンケート調査（2022年3月）
令和４年度放射線の健康影響に関する情報発信実施業務 アンケート調査（2023年3月）
令和５年度放射線の健康影響に関する情報発信実施業務 アンケート調査（2024年3月）
令和６年度放射線の健康影響に関する情報発信実施業務 アンケート調査（2025年3月） 
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最新調査結果
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ぐぐるプロジェクト

 放射線健康影響に関する課題を通じ、学び・知をつむ“ぐ”、人・町・組織をつ
な“ぐ”、自分ごととしてつたわ“る”ことにより、風評や差別の元となる誤解
の解消を進め、風評加害を生まない社会を目指す。

 目標は、2025年度までに「現在の放射線被ばくで、次世代への健康影響が
福島県民に起こる可能性が高い」と思っている方の割合を2020年度の
40％から20％へ減らすこと。
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